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スマホで議会を
　　　　見てみよう！

本会議のインターネット中継、録画配信をスマートフォン
やタブレット端末からも見ることができるようになりました。
市ホームページ「丸亀市議会」から「インターネット
中継（外部リンク）」をお開きください。

委
員
会
審
査

スマホで議会を
　　　　見てみよう！
スマホで議会を
　　　　見てみよう！

　

議
案
第
15
号
は
原
案
不
承
認
、
ほ

か
の
９
議
案
は
す
べ
て
原
案
承
認
。

　

２
月
18
日
付
け
で
創
風
会
か
ら
解

散
届
け
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

所
属
し
て
い
た
議
員

竹
田　

英
司

東　
　

由
美

　

両
議
員
と
も
、
解
散
後
は
会
派
に

所
属
し
て
い
ま
せ
ん
。

●
会
計
課

  

定
期
預
金
よ
り
利
率
が
高
く
、
地

域
貢
献
に
も
つ
な
が
る
地
元
企
業
の

社
債
購
入
に
よ
る
資
金
運
用
を
考
え

て
は
ど
う
か
。

  

資
金
運
用
の
安
全
性
確
保
が
地
方

自
治
法
に
規
定
さ
れ
て
お
り
、
リ
ス

ク
が
あ
る
株
式
や
社
債
で
の
運
用
は

避
け
て
い
る
。

●
ボ
ー
ト
レ
ー
ス
事
業
局

  

子
供
が
楽
し
め
る
よ
う
な
遊
具
を

場
内
に
設
置
す
る
予
定
は
。

  

本
場
北
側
の
空
き
地
の
整
備
を
予

定
し
て
お
り
、
遊
具
設
置
も
含
め
て

親
子
で
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
施
設

を
検
討
し
て
い
る
。

●
市
長
公
室

  

災
害
時
避
難
所
標
識
整
備
事
業
の

内
容
は
。

  

ソ
ー
ラ
ー
ラ
イ
ト
機
能
が
付
い
た
、

洪
水
や
津
波
な
ど
の
災
害
の
種
類
を

記
載
し
た
標
識
を
設
置
す
る
予
定
で

あ
る
。

●
消
防
本
部

  

女
性
消
防
吏
員
を
増
員
す
る
考
え

は
。

  
国
が
女
性
吏
員
増
員
の
目
標
を
掲

げ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、検
討
し
た
い
。

●
教
育
部

  

フ
ッ
化
物
洗
口
の
実
施
校
を
増
や

す
予
定
は
。

  

歯
科
医
師
会
と
連
携
し
、
養
護
教

諭
な
ど
を
対
象
と
し
た
フ
ッ
化
物
洗

口
の
学
習
会
な
ど
を
開
催
し
た
い
と

考
え
て
お
り
、
可
能
な
学
校
か
ら
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。

●
産
業
文
化
部

  

単
独
市
費
補
助
土
地
改
良
事
業
の

補
助
金
が
大
き
く
増
額
し
て
い
る

が
、
こ
れ
は
近
年
の
大
雨
に
よ
る
住

宅
浸
水
や
道
路
へ
の
オ
ー
バ
ー
フ
ロ

ー
を
防
ぐ
た
め
の
も
の
か
。

  

事
業
は
地
元
土
地
改
良
区
な
ど
か

ら
の
要
望
に
対
す
る
補
助
事
業
で
あ

り
、
直
接
的
な
浸
水
対
策
の
事
業
で

は
な
い
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
で
局

所
的
な
排
水
対
策
に
つ
な
が
る
と
考

え
て
い
る
。

●
健
康
福
祉
部

　 

救
急
医
療
対
策
費
の
内
容
は
。

  

本
市
ほ
か
中
讃
保
健
医
療
圏
３
市

５
町
が
、
香
川
労
災
病
院
ほ
か
５
病

院
に
運
営
費
を
補
助
し
て
い
る
。

　 

国
民
健
康
保
険
税
の
収
納
率
は
。

Ａ ＱＡ ＱＡ ＱＡＱＱ

  

コ
ン
ビ
ニ
納
付
や
ペ
イ
ジ
ー
の
導

入
な
ど
に
よ
り
収
納
率
は
向
上
し
て

い
る
。
一
般
被
保
険
者
に
係
る
現
年

度
課
税
分
は
94
％
近
く
と
な
る
見
込

み
で
あ
る
。

●
生
活
環
境
部

  

高
齢
者
運
転
免
許
証
自
主
返
納
事

業
と
移
動
手
段
確
保
モ
デ
ル
事
業
は

同
一
目
的
と
感
じ
る
。
免
許
証
返
納

時
だ
け
補
助
を
出
す
自
主
返
納
支
援

事
業
で
は
な
く
、
車
が
な
く
て
も
安

心
し
て
生
活
で
き
る
環
境
を
整
え
る

た
め
の
移
動
手
段
確
保
モ
デ
ル
事
業

を
拡
大
す
る
べ
き
で
は
。

  
高
齢
者
ド
ラ
イ
バ
ー
の
事
故
増
加

が
懸
念
さ
れ
る
の
で
、
交
通
安
全
対

策
の
取
り
組
み
は
必
要
で
あ
る
。
両

方
の
事
業
を
セ
ッ
ト
で
行
う
こ
と

で
、
高
齢
者
を
取
り
巻
く
交
通
環
境

整
備
を
図
っ
て
い
く
。

●
こ
ど
も
未
来
部

　 

こ
ど
も
食
堂
の
活
動
状
況
は
。

  

現
在
、
市
内
３
か
所
で
月
１
回
開

催
し
て
い
る
。
１
回
の
参
加
人
数
は

10
〜
30
名
程
度
で
あ
る
。

●
総
務
部

  

交
通
違
反
の
反
則
金
を
原
資
と
し

て
市
に
交
付
さ
れ
る
交
通
安
全
対
策

特
別
交
付
金
は
、
交
通
安
全
対
策
に

適
切
に
使
用
さ
れ
て
い
る
の
か
。

  

交
付
金
の
使
途
は
限
定
さ
れ
て
い

ＡＡ ＱＡＱＡ Ｑ

な
い
が
、
交
通
安
全
対
策
の
た
め
に

交
付
さ
れ
る
も
の
と
認
識
し
、
ガ
ー

ド
レ
ー
ル
設
置
や
通
学
路
の
カ
ラ
ー

舗
装
な
ど
の
事
業
に
活
用
し
て
い

る
。

●
都
市
整
備
部

  

市
道
郡
家
東
西
２
号
線
の
工
期
を

短
縮
で
き
な
い
の
か
。

  

地
元
の
理
解
を
得
な
が
ら
、
財
政

面
で
可
能
で
あ
れ
ば
で
き
る
だ
け
早

い
事
業
完
了
を
目
指
し
た
い
。

Ａ Ｑ

審
査
結
果

　

本
会
議
は
、
通
常
午
前
10
時

に
開
会
し
ま
す
。

　

会
議
の
当
日
、
手
続
き
を
す

れ
ば
、
ど
な
た
で
も
傍
聴
で
き

ま
す
。

　

次
回
6
月
定
例
会
は
、
6
月

上
旬
に
開
会
予
定
で
す
。

　

詳
し
く
は
議
会
事
務
局
へ

（
TEL
２
４
│
８
８
２
８
）

議
会
を

見
に
来
ま
せ
ん
か

会
派
の
異
動



請
願
第
1
号

国
に
対
し
「
消
費
税
10
％
中
止

を
求
め
る
意
見
書
」
の
提
出
を

求
め
る
請
願
書

　

新
日
本
婦
人
の
会
丸
亀
支
部

支
部
長　

細
谷　

國
子

　

消
費
税
は
貧
困
と
格
差
を
拡
大
す

る
根
本
的
な
欠
陥
を
持
つ
税
制
で
あ

り
、
社
会
保
障
の
拡
充
は
消
費
税
増

税
で
は
な
く
、
税
金
の
集
め
方
、
使

い
方
の
見
直
し
に
よ
っ
て
行
う
べ
き

で
あ
る
。

　

以
上
の
趣
旨
か
ら
、消
費
税
率
の
引

き
上
げ
中
止
を
求
め
る
意
見
書
を
政

府
に
送
付
す
る
こ
と
を
請
願
す
る
。

●
請
願
の
趣
旨

　

消
費
税
率
引
き
上
げ
に
伴
う
施
策

の
軽
減
税
率
や
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品

券
な
ど
に
は
疑
問
点
も
あ
る
が
、
増

税
分
は
幼
児
教
育
無
償
化
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
社
会
保
障
の
充
実
に
充
て
る

と
さ
れ
て
い
る
。
税
率
引
き
上
げ
は

や
む
を
得
な
い
も
の
で
あ
り
、
本
請

願
を
不
採
択
と
す
る
。

●
議
会
の
意
見
及
び
審
査
結
果

　

丸
亀
城
復
旧
復
興
特
別
委
員
会
は
１
月

28
日
、
丸
亀
城
石
垣
の
研
究
を
続
け
る
遠

藤
亮
氏
、
山
地
茂
氏
を
講
師
に
招
き
、
勉

強
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
「
石
垣
の
修
復
〜
こ
れ
ま
で
の
研
究
と
提

言
」と
題
し
た
勉
強
会
に
は
、特
別
委
員
会

委
員
を
は
じ
め
議
員
、職
員
が
参
加
し
、丸
亀

城
石
垣
の
歴
史
や
確
認
さ
れ
た
石
垣
崩
落
の

前
兆
、
経
過
な
ど
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

石
垣
の
現
状
に
つ
い
て
両
氏
は
、
設
置

さ
れ
て
い
る
導
水
路
の
大
部
分
が
機
能
し

て
い
な
い
。
さ
ら
な
る
崩
落
を
防
ぐ
た
め

に
は
城
郭
内
の
排
水
対
策
を
早
急
に
行
う

必
要
が
あ
る
と
の
見
解
を
述
べ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
石
垣
崩
落
か
ら
見
え
た
丸
亀
城

管
理
体
制
の
課
題
や
石
垣
復
旧
の
技
術
的

課
題
が
指
摘
さ
れ
、
日
常
的
な
石
垣
の
点

検
や
災
害
時
の
対
応
な
ど
を
行
う
丸
亀
城

管
理
事
務
所
の
設
置
、
崩
落
し
た
石
垣
残

部
を
生
か
し
た
石
垣
展
示
施
設
の
設
置
な

ど
が
提
言
さ
れ
ま
し
た
。

　

特
別
委
員
会
で
は
、
現
状
を
把
握
す
る

た
め
の
現
地
調
査
を
４
月
９
日
に
行
う
な

ど
、
早
期
の
復
旧
に
向
け
た
活
動
を
続
け

て
い
ま
す
。

■
丸
亀
城
石
垣
勉
強
会
を
開
催
■

請
願
審
査
結
果

特
別
委
員
会
活
動
報
告

質

疑

討

論

質

疑

平
成
30
年
度
関
係
議
案
に
対
す
る

議
案
第
1
号　

一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
５
号
）

理
由　

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
は
、

対
象
者
に
還
元
す
る
額
と
同
額
の
事

務
費
を
必
要
と
す
る
不
合
理
な
施
策

で
あ
る
。
根
拠
の
な
い
消
費
税
増
税

に
、
さ
ら
に
不
公
平
と
混
乱
を
も
た

ら
す
こ
の
よ
う
な
計
画
は
中
止
す
る

べ
き
で
あ
り
、
事
務
費
を
認
め
る
こ

と
は
で
き
な
い
。

《
反
対
討
論
》     

中
谷
真
裕
美

討

論

平
成
30
年
度
関
係
議
案
に
対
す
る

　

中
谷
議
員　

補
正
予
算
で
計
上
さ

れ
て
い
る
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
事

業
費
１
０
０
０
万
円
の
内
容
は
。

　

健
康
福
祉
部
長　

プ
レ
ミ
ア
ム
付

商
品
券
は
、
消
費
税
率
引
き
上
げ
の

影
響
を
緩
和
し
、
地
域
の
消
費
喚
起

を
目
的
に
発
行
す
る
商
品
券
で
、
住

民
税
非
課
税
世
帯
や
子
育
て
世
帯
が

対
象
者
と
な
る
。
今
回
の
事
業
費
は

発
行
対
象
者
リ
ス
ト
の
作
成
、
管
理

シ
ス
テ
ム
構
築
な
ど
に
要
す
る
費
用

を
計
上
し
て
お
り
、
全
額
国
が
負
担

す
る
予
定
で
あ
る
。

ＱＡ

講師を務めた遠藤亮氏（右）と山地茂氏（左）勉強会の模様
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旧
年
度
議
案
審
議・請
願
審
査
結
果・

丸
亀
城
復
旧
復
興
特
別
委
員
会



　は賛成、×は反対、－は除斥または欠席した者です。

賛否が分かれた議案の審議結果賛否が分かれた議案の審議結果平成31年3月定例会平成31年3月定例会

議
案
第
15
号
、
請
願
第
１
号
に
賛
成

議
案
第
16
号
、
議
案
第
24
号
、
議
案

第
29
号
に
反
対

理
由　

議
案
第
15
号
一
般
会
計
予
算

は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
普
及
の

予
算
な
ど
承
服
し
が
た
い
点
も
あ
る

が
、
弱
者
に
対
す
る
施
策
の
改
善
も

多
数
見
ら
れ
る
の
で
賛
成
す
る
。
議

案
第
16
号
、
第
29
号
は
国
保
税
が
値

上
げ
と
な
る
の
で
反
対
す
る
。
議
案

第
24
号
は
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
層
の
フ
ァ

ン
獲
得
を
目
指
す
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト

競
走
事
業
の
方
針
に
反
対
す
る
。

《
討
論
者
》     　

中
谷
真
裕
美

議
案
に
賛
成
×
反
対
の

意
思
を
表
明
し
ま
す
。

議
案
に
賛
成
×
反
対
の

意
思
を
表
明
し
ま
す
。

討
論
討
論

　

今
期
定
例
会
で
審
議
さ
れ
た
人
事

案
件
は
次
の
と
お
り
（
敬
称
略
）

▼
人
権
擁
護
委
員

　

南
条
町　
　
　
　
　

原
田　

義
郎

　

綾
歌
町
栗
熊
東　
　

小
川　

安
清

　

飯
山
町
川
原　
　
　

濟
城
加
代
子

　

飯
野
町
東
二　
　
　

丸
田　

温
子

　

中
府
町　
　
　
　
　

青
木　

博
子

※上記以外の議案はすべて全会一致で原案を可決しました。

人
事
案
件

25　
片
山　

圭
之
（
市
民
の
声
）

24　
国
方　

功
夫
（
市
民
の
声
）

23　
水
本　

徹
雄
（
市
民
の
声
）

22　
内
田　

俊
英
（
公
明
党
）

21　
福
部　

正
人
（
公
明
党
）

20　
大
前　

誠
治
（
志
政
会
）

19　
山
本　

直
久
（
志
政
会
）

18　
加
藤　

正
員
（
市
民
ク
ラ
ブ
）

17　
松
浦　

正
武
（
市
民
ク
ラ
ブ
）

16　
横
川　

重
行
（
市
民
ク
ラ
ブ
）

15　
小
橋　

清
信
（
志
政
会
）

14　
横
田　

隼
人
（
志
政
会
）

13　
多
田　

光
廣
（
志
政
会
）

12　
松
永　

恭
二
（
志
政
会
）

11　
真
鍋　

順
穗
（
志
政
会
）

10　
川
田　

匡
文
（
志
政
会
）

９　
三
宅　

真
弓
（
志
政
会
）

８　
香
川　
　

勝
（
志
政
会
）

７　
大
西　
　

浩
（
市
民
ク
ラ
ブ
）

６　
岡
田　
　

剛
（
会
派
無
所
属
）

５　
神
田　

泰
孝
（
会
派
無
所
属
）

４　
中
谷
真
裕
美
（
会
派
無
所
属
）

３　
東　
　

由
美
（
会
派
無
所
属
）

２　
竹
田　

英
司
（
会
派
無
所
属
）

１　
武
田　

孝
三
（
志
政
会
）

平成30年度一般
会計補正予算
（第5号）

議　案
第１号

原
案
可
決

審
議
結
果

議 員 名
（　）内は所属会派

議 案 名

議
長
は
採
決
に
参
加
し
ま
せ
ん

×

× ×平成31年度
一般会計予算

議　案
第15号

原
案
可
決

平成31年度
国民健康保険
特別会計予算

議　案
第16号

原
案
可
決

×

平成31年度
モーターボート競
走事業会計予算

議　案
第24号

原
案
可
決

×

国民健康保険税
条例の一部改正

議　案
第29号

原
案
可
決

×

国に対し「消費税
10％中止を求める
意見書」の提出を
求める請願書

請　願
第１号

不
採
択

× ×× ×××××××× × ×××××××

平
成
31
年
度
関
係
議
案
に
対
す
る

議
案
第
1
号　

一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
５
号
）

理
由　

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
は
、

対
象
者
に
還
元
す
る
額
と
同
額
の
事

務
費
を
必
要
と
す
る
不
合
理
な
施
策

で
あ
る
。
根
拠
の
な
い
消
費
税
増
税

に
、
さ
ら
に
不
公
平
と
混
乱
を
も
た

ら
す
こ
の
よ
う
な
計
画
は
中
止
す
る

べ
き
で
あ
り
、
事
務
費
を
認
め
る
こ

と
は
で
き
な
い
。
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する！！
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議会が
市政をリードリード

　
五
月（
皐
月
）、ま
さ

に
新
緑
の
季
節
で
す
。

　

新
元
号「
令
和
」が
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。

　

丸
亀
城
石
垣
の
復
旧
工
事
も
こ
れ

か
ら
本
格
化
し
ま
す
。お
城
ま
つ
り
で

は
本
来
の
完
全
な
姿
の
石
垣
を
見
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。隣
接
す
る
丸
亀

高
校
を
は
じ
め
、崩
れ
た
石
垣
の
痛
ま

し
い
姿
を
見
な
が
ら
日
々
通
学
し
、勉

学
に
励
ま
れ
て
い
る
生
徒
さ
ん
も
多
い

こ
と
で
し
ょ
う
。そ
の
中
か
ら
丸
亀
城

の
歴
史
に
興
味
を
持
ち
、市
民
に
と
っ

て
大
切
な
お
城
を
こ
れ
か
ら
ど
う
守
っ

て
い
く
か
？
そ
う
い
う
熱
い
気
持
ち
を

持
つ
方
が一人
で
も
多
く
現
れ
て
く
れ

る
こ
と
を
切
に
願
い
ま
す
。

　
「
金
城
鉄
壁
も
蟻
の一穴
か
ら
」

　

蟻
が
作
っ
た
ほ
ん
の
小
さ
な
穴
で
あ

って
も
、放
置
し
て
し
ま
う
と
大
き
く

な
り
、つい
に
は
頑
丈
な
城
壁
を
崩
し

て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。ほ
ん
の

わ
ず
か
な
不
注
意
や
油
断
か
ら
、大
き

な
失
敗
や
損
害
に
至
る
こ
と
も
あ
る

と
い
う
例
え
で
す
。

　

本
市
に
お
い
て
も
行
政
と
議
会
が

強
固
な
両
輪
と
な
り
、
市
民
の
皆
様

の
こ
と
を
一
番
に
考
え
、
公
共
の
福

祉
の
向
上
に
努
め
て
い
け
る
よ
う
、

一
丸
と
な
っ
て
邁
進
し
て
い
く
次
第

で
す
。

広
報
広
聴
委
員
　
竹
田
英
司

編　集　長：いやあ、表紙の写真撮影、ご苦労さん
でした！

編集委員：晴れの日を待って本島に渡り、ドロー
ン撮影。議会だよりの歴史に残りま
す。

編　集　長：そもそも何でこんなことになったんだ
っけ？

編集委員：忘れたんですか？ニューヨークタイム
ズ社の発表した「2019年に行くべき場
所」に日本で唯一「瀬戸内の島々」が
選ばれたからですよ！

編　集　長：そうだったね。7位だったね。今年も
瀬戸芸に世界からたくさん来てくれる
だろう。秋会期の本島をぜひ盛り上げ
たいね。ところで今年の大河ドラマ、
見てる？

編集委員：「いだてん」ですね。毎回楽しみにし
ています。

編　集　長：あのね、「丸亀のいだてん」って知っ
てる？

編集委員：えっ！そんな人
がいるんです
か？

編　集　長：そうなんよ。広
島生まれのアス
リート、西内文
夫さん。

編集委員：どんな人なんで
す？

編　集　長：1922年生まれ。51年第1回アジア競技
大会で金メダル、第2回大会で銀。そ
の後、母校の中央大学陸上部監督とし
て、箱根駅伝でチームを8回も優勝に
導いた。

編集委員：そ、そんな立派な人、ちゃんと顕彰し
ないといけないじゃないですか。

編　集　長：そうだよ。来年の五輪に向けて日本人
なら誰もがマラソンに注目している。
今がチャンスだと思うよ。

編集委員：瀬戸芸に来る方々にもぜひ、丸亀が生
んだ偉人をアピールしたいですね。

編　集　長：さて、アートやスポーツは盛り上がっ
ているとして、市議会はどうかな？

編集委員：そう来ましたか。3月議会後半のハイ
ライト、予算審議は白熱しましたね。

編　集　長：9時からの委員会が夜の7時、8時ま
で。長けりゃいいのではないが、熱心
に議論した。

編集委員：議長を除く全議員で臨む仕組みで、後
から後から「それに関連して」と質問
が続く。ひとつのテーマに議論が深ま
る手ごたえがありました。

編　集　長：議員個々人がバラバラに意見を言うあ
り方を超えて“議会”としての意見をま
とめていく。

編集委員：「政策提言型議会」ですね。
編　集　長：それが地方分権時代の議会の姿だ。
編集委員：議会も「いだてん」で行きましょう！

vol.4

編
集
後
記

さ
つ
き

力走する西内文夫選手


